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絶対に過ぎ去らないもの
～「まきば」の歩みを顧りみて～

愛知老人コミュニティーセンター運営委員
シルバーホーム「まきば」前施設長

「まきば」が発足以来あと半年足らずで20年になろ

うとしている。その間、10数年の歩みを導いて来られ

た篠田先生と鈴木施設長に心から感謝と敬意を表し

たいと思います。「まきば」は、ひと時も気を抜けない

厳しい現場です。その「まきば」を10数年もの長きに

亘り運営され、数年前には一般経済誌で日本一と評

価されるまでに育て上げられたお二人の努力とその

足跡は、「既に去つたもの」ではなく、「絶対に過ぎ去

らないもの」として祝福されるものであると思います。

「まきば」が始まつた頃、3年余りその経営に関わら

せて頂きました。その頃の思い出を少しお話しいたし

ます。当時、「まきば」は大変な職場でした。就任後、

2つの大仕事が待つていました。「介護棟建築」と「青

天丼問題」の解決でした。“介護棟建てよ|"の大合唱

が鳴り響いていました。

理由は、入居後、数年で重度要介護者になる方が急

増したからです。設計や資金もクリアし、“いざ建築!"

と成つたとき、突然、

資金がストップされた

のです。ビックリしま

した。現場は大慌てで

した。幸いにも、祈り

ながら模索する中、若

いヘルバーさん達の

助けを得て人海作戦

で急場を切り抜ける

ことが出来ました。

その内、「お部屋で

手厚いお世話をして

頂き有難うこざいま
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す」との声を聞くようにな

り、ほつとしました。この時、

私が肝銘をうけたことは、

神は外的備えをすぐに与えるのでなく、試練を与えて

「内なる備え」を充実させて下さるのだと言うことで

した。現在は、介護棟に代わる素晴らしい外的備え、

「新館」が与えられています。感謝 |

次に、「青天丼問題」の取り組みがありました。

「まきば」は、都度徴収方式を採つていましたが、介護

保険制度で決まつているサービスを上回る手厚いサ

ービスには上乗せ料金を頂いていました。そのため、

思わぬ問題が起きていたのです。要介護者の中に

止めどもなくサービスを要求する人が出てきて上乗

せ料金が、「青天丼」のように“高く"なつていたので

す。「まるめ方式」への変更を訴えたのですが、無理

でした。すつたもんだの末に、「介護度別一律料金方

式」で一件落着となりました。しかし、全国の有料老

人ホームの中で、この方式は、「まきば」だけのもの

でした。

「まきば」の歩みを振り返ると、その時々の関わり

の中で祈りをもつて次の一歩へと連らなり進んでい

ると思います。しかし、その歩みを生み出すには、

「生みの苦しみ」があり、この世的な「思い煩い」もあ

ります。篠田潔先生の「聖句画」に、“明日のことを思

ひ煩ふな"のみ言葉が記されています。

「まきば」の次への一歩は、「思い煩い」から生み出

されるのではなく、真に神に委ねて進む一歩でなけ

ればと思います。それが「絶対に過ぎ去らないもの」

に連なる更なる歩みとなるのではないでしょうか。
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▲篠田牧師の聖句カー ド
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わたしの愛唱讃美歌

前号に続いて、ご入居者の皆様の愛唱讃美歌を紹介するシリーズの第2回です。

好きな讃美歌にまつわる思い出などを伺ってまいります。

輪
へ
＼杉山 なおみ姉

(名古屋教会)

讃美歌 (54年版)496番
うるわしの白百合 ささやきぬ音を

イエス君の墓より いでましし音を

うるわしの白百合 ささやきぬ音を

百合の花、百合の花 ささやきぬ音を

クリスチャンホームで生まれて幼児洗礼を受けていた

ので、小さい時から讃美歌には親しんで育ちました。

今の名古屋北教会がある場所に清水教会という教会が

あつて、家から5分くらいの近所だつたので、幼いころか

ら通つていました。金城女子専門学校高等女学部2年生

の時に信仰告白をして、西端牧師のお嬢さんたちが同

世代だつたことから、礼拝が終わつても1日 教会で過こ

して、夕拝にも参カロしていました。小学校4年生くらい

からピアノを習い始めていたので、夕拝ではオルガニ

ストも務めていました。

そのころ、教会の友達とよく歌つていたのがこの「うる

わしの自百合」という讃美歌です。金城女子専門学校に

栄光館ができた頃、大きな「十字架と百合」のマークを

見上げて、友人たちとこの曲をよく歌いました。メロデ

ィーが他の讃美歌と少し違つているところが良かつたし、

それに伴奏の中にある独特のリズムが好きでした。特に

「ささやきぬ音を」の後の「百合の花、百合の花」の繰り

返しのところが好きで、ソプラノとアルトに分かれてよく

歌いました。その後、清水教会は名古屋教会と合同した

ので、名古屋教会に出席するようになりました。

戦後、進駐軍が栄の住友銀行の2階で礼拝をしていま

したが、赤石牧師に連れられて行つたことがあります。

アメリカ村に住んでいた家族も含め、アメリカ人ばかり

50人くらいの礼拝出席者の前で、お嬢さんの赤石百合

子さんがピアノを弾いて私がこの曲を独唱しました。

懐かしい思い出です。今|よあまり歌わなくなつた讃美歌で

すが、いろんな思い出のある曲です。

山本 登 兄
(南山教会)

讃美歌21 510番
主よ、終わりまで しもべとして

あなたに仕え したがいます。

世のたたかい|よ はげしくても

主が味方なら 恐れ|まない。

洗礼を受けたのは昭和18年8月22日、13歳の夏でした。

当時は戦争中で、牧師も信徒も勤労奉仕に駆り出されて、

礼拝 |よ夜7時から守つていました。今は瑞穂にあります

が、当時|よ沢上にあつた尾陽教会で父と母が牧会をして

いました。朝、「今日は洗礼式をするから早く帰つて来な

さい」と言われて家を出ました。そのころ私は、小牧空港

を造る勤労奉仕に従事する毎日でした。

「洗礼式をする」と言われて家を出たのですが、私の心

に|よ迷いがありました。奉仕作業が終わつて、春日井から

上飯田の先の三階橋まではトラックで送つてくれました

が、そこからバスに乗るお金を持つていなかつたので沢上

まで歩いて帰りました。迷いながら、ゆつくり歩いている

と、自然にこの歌が浮かんできました。「主よ、終わりま～

で しも～べとして～…」と□ずさみながら歩いていたら、

「あ 、ゝやつばり洗礼を受けなくて|よいけない」という気持

ちになつてきました。

この曲と使徒信条が頭の中でグルグル回つて、決心と同

時にだんだん歩く速度が速くなつてきまして、教会の戸を

ガラガラッと開けたら、ちょうど父が「ただいまから洗ネL

式を始めます」と言つたところでした。その夜は、一緒に

受洗した2人と並んで、3人の洗礼式が行なわれました。信

徒の多くが出征してしまつて、5人ほどの信徒に見守られ

ながらの洗礼式でした。日頃から歌つてしヽたいろんな讃美

歌の中で、何故その時、この讃美歌が浮かんできたのかは

わかりませんが、今でも好きでよく歌つています。

1番の1～ 2行日と、3番の2行日「お語りください、主よ、

みこと1調 という歌詞が特に心に響きます。今|よ讃美歌21

になつていますが、昔から好きで、思い出の深い曲です。

②
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このページは、日本キリスト教団愛知老人コミュニティー

センターが運営する有料老人ホーム、シルバーホーム

「まきば」でおこなわれた行事や出来事を紹介する
コーナーです。

県会議員を議皿E担して防麹 ll腕庭実施しました
5月 17日 、愛知県議会議員・福田よしお先生を講師に招いて、恒例の防災

訓練を行いました。福田議員は消防大学校出身で、尾三消防組合の消防指令

センター長や東郷消防署長を経験した防災のスペシャリストであり、全国47

都道府県でも唯一の消防士出身の県会議員です。

避難訓練から消火訓練、そして全国の大震災の現場で対応してきた経験

による請演と、有意義な学びの時

になりました。

▲福田県議による模範消火訓練

苧
赳

▲副1練に参加するこ入居者の皆様

て奥雲河L衝つて3_lまし抱
4月 21日、久しぶりに春の行楽に行きました。東名高速道路が

豊田ジヤンクションから新東名高速道路に接続して開通したの

で、早速、新東名を体験してみようと企画しました。

こ入居者様5名と、運転手を含む職員3名の、8名で出かけまし

た。行先は長篠古戦場公園でしたが、向こうへ着くころにあいに

くの雨模様となつてしまいました。しかし、その分、長篠城址史

跡保存館をゆつくり見て回り、戦国時代の歴史を学ぶことがで

きました。

昼食は、地元の老舗うなぎ屋で名

物の鰻重を堪能し、満足して帰りま

した。途中、できたばかりのサービス

エリアでお土産を買つて、無事に「ま

きば」へ至」着しました。

石厘E良牧師び召天Ёれまし砲

7月 5日 、入居隠退牧師の石原信良先生が天に召されました。

佐賀教会などを牧会して来られた先生は、「まきば」が開設して

最初の隠退牧師として入居され、12年間「まきば」での生活を

共にされ、温和で「まきば」の為にいつも祈つて下さいました。

前夜式、葬儀は、南山教会で行われました。

「日本100名城」漏o.46曝篠城」

▲火縄銃を持つて記念撮影 ▲うな重で昼食
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シルバーホーム「まきば」は1997年 1月 6日に開所し

て、間もなく20年 になろうとしています。この記念

すべき節目に当たって、戸田先生に設立当時を振

り返っていただきました。

シ′Lバーホーム「まきば」開設20年を迎えるにあたつて

亥旦嶺
インタビュアー :愛知老人コミュニティーセンター推進委員 」ヽ田部 正一

▲小田部委員と対談するこ夫妻

Q魔繁ざ雷歎彗配警麓隠鷲
かせください。

戸田先生 : 「まきば」を生み出すのに、自分自身が何か

痛みを負うとか、特別苦労したということ

はなかつたように思う。ただ、教団の牧師

の「ついのすみか」としての場を造らなけ

ればならないという気持 |よ、強く感じてい

たと思う。牧師が高齢になつて教会を去る

とき、牧師館を出なきゃいけない訳だが、

その時に行き場がない牧師がいたんだ。

名古屋教会時代にも、教会に来ていた

障がいを抱えた子どもたちの働く場所が

なかつた時に、子どもが神様に祈つたんだ

よ。そしたら、「さふらん」ができたんだ。

さらに、地域の小学生たちが放課後、家に

帰つても誰もいなくて淋しい思いをして

いたんだよ。その子どもたちや親に寄り添

う形で、学重保育「はこぶね」ができたんだ:

私のやり方はね、ここに泣いている人が

いたら寄り添うという仕方で行動すること。そうしたら、そ

こに思いを同じくする協力者が与えられたということだ。

だから「まきば」は、求めに対して素本卜に応えた結果にで

きたものだという気がするなぁ。

Ctふ薯貸百藉Eお鼎
」という名前ですが、どなた

戸田先生 :この土地を提供してくださつた、尾関さんの

協力があつたからできた訳で、愛知較場の

0
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えられなかつたのですか?

戸田先生 :私の故郷は会津です。確かに、生まれ育つた場

所で、友人矢0人がいて、音懐かしい場所で|よ

あるけれども、その人たちを信仰的な協力者

としては見られないし、帰ろうつて気はなかつ

たなぁ。考えなかつたよ。

量1,教団

Q今 の「まきば」はどうですか?

戸田先生 :晩年をこうして「まきば」に入居して暮らせる

ことは感謝だよ。ただ、今の私の立場で、この

施設をどうこう言うことはできないねえ。

もし、事業家的な人がやつていれば、もつと

大きな施設を建てたんじゃないかと思うなあ。

でも、良い後継者に恵まれて、良い施設にな

つたなあと思つているよ。

ξ

・・・
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▲施設内での礼拝 ▲入居隠退牧師による神学研究会

▲戸田先生 ▲戸田澄子様 ▲裏庭遊歩道を散歩



MAK:BA TSUSHIN

27号で、施設長による出張公演の働きを紹介したところ、

早速、要請をいただき、喜んでお伺いした記事を28号で紹介

しましたが、引き続き声を掛けていただき、出張してまいりまし

たので、またまた今号でも紹介させていただくことにしました。

ますます多くの皆様にシルバーホーム「まきば」を知って
いただく機会になれば幸いです。

岐阜県関市にある岐阜済美学院中部学

院大学では、毎週チャベルアワーを開催

しています。6月 6日、岐阜済美学院の理

事でもある施設長がメッセージに出向き

ました。パイプオルガンの奏楽で始まる礼

拝には、多くの学生が集まり、メモを取り

ながら熱心に聞いてくれました。

将来、看護・介護を目指す学生たちに「聖

書が語る介護の心」を伝えてきました。

6月 21日、日進市岩崎町にある、ベタニ

ア・クリスチャン・アッセンブリーズ、ベタニ

アチャペルに行つてきました。幼稚園も運

営する、地域に開かれたこの教会は、毎週

「ライラックの会」としヽう近隣のお年寄り

を対象にした集会を持つています。

今回は「有意義な老後の暮らし方」をテ

ーマに請演してきました。

7月 28日、障がいを持つ方が安心して地

域で生活することができるよう支援する「

愛実の会」で、アトラクションの一環とし

て落語のこ奉仕をさせ

ていただきました。 こ

のNPO法人の代表でも

ある島しづ子牧師や入

所者・職員の皆様にも、こ

一緒に笑つていただくこ

とができました。

▲鈴木施設長

▲全員で記念写真
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日進市では、市内6カ所の福祉会館で、週に一回、介護予防プログラム

を開催しています。地域の民生委員が中心になつて、体操などで体を動

かしたり、ゲームなどを通して地域高齢者の交流を図つています。

「まきば」も地域に貢献する施設として、施設長が落語を披露して楽し

んでいただいています。

日進市南部福祉会館 日進市北部福祉会館
2月 20日、名鉄豊田線日進駅の近く  4月 18日、日進市の史跡、岩崎城址

にある南部福社会館へ行つてきま   の麓にある北部福祉会館へ行つて

した。                きました。

日本基督教団中部教区総会
5月 24～25日、2016年度中部教区総会が名古屋中央

教会を会場に開催されました。日本基督教団のセンター

として中部教区が運営する「愛知老人コミュニティーセ

ンター」と「まきば」の運営状況について報告しました。

好意的な拍手をいただき、承認されました。

日進市相野山福社会館
4月 19日、桜の名所、五色園の近く

にある相野山福社会館へ行つてき

ました。

■愛知老人コミュニティーセンターヘの献金報告

① 三菱東京UF」銀行 日進支店

南キ:金    (宗)日本基督教団 愛知老人コミュニティーセンター

振込先 響ξ□量71&6轟

② 郵 便 振 込
日本基督教団 愛知老人コミュニテイーセンター

振 替 番 号 00870-4-29934

献金者芳名 (2015年 4月 1日 ～2016年 3月 31日 )

教会福祉献金 匿名 3名様 金額 59,604,010円

一
金

夕
献

ン
持

セ
維

下村徹嗣様、加藤久雄様、遠山洋子様・水野紀子様、小崎 具様、渡辺郁男様

深谷佐和子様、荒川仁志様・伊藤ゆり子様、高橋潤様・美智子様、真木芳子様
三澤克己様、丹羽三夫様、岡田詩緒子様、江本菜穂子様、岸本英博様

名古屋中村教会様、愛知東地区教師会様、名古屋中学校・高等学校様

岡崎教会様、岡崎教会泉の会様、広路教会様、中部学院大学宗教委員会様

中村俊一様・中村省三様・中村吉雄様 。平岩達夫様 。後藤由美子様

中京教会様、南山教会様

他 (匿名)17名 様 。「ネL拝」での献金 11日 。「聖書の集い」での献金 18日

金額 783,600円

合計 60,387,610円

皆様のお支えに感謝します。

0
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「礼拝」「聖餐式」「聖書の集い」「讃美の集い」などの

定例集会が毎週施設内であり、自由に参加できます。

主日礼拝出席者のために、日本基督教団南山教会から

バスが迎えに来ます。その他、南山教会の「聖書研究

祈祷会」、真向かいにある愛知国際病院の「聖書集会」

にも自由に出席することができます。

シルバーホーム「まきば」と共に祈りの生活を……

広い牧場を臨み、近くに愛知池があり、

緑豊かな自然に包まれて暮らす…

真向かいに病院があり、牧場をはさんで教会もあります。

名鉄豊田線(名古屋市営地下鉄鶴舞線より直通乗り入れ)黒笹駅から900m
東名高速道路・三好lCから3.4Km日 進市公共巡回バス・南山エピック南から200m

施設の類型/介護付有料老人ホーム(一部住宅型)居室の権利形態/利用権方式

介護保険/愛知県指定特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

入居時の要件/60才以上で入居時自立及び要支援の方

居室区分/個室及び二人部屋  介護にかかわる職員体制/2:1以上

牧場の緑に囲まれた自然豊かな環境の中で、

人格を大切に守る介護を実践してみませんか?

信仰生活の支援も大切な仕事の一つです。
週 1日～5日

【資格】看護師、准看護師

【勤務】基本は9:00～ 18:00(休憩1時間)

ですが、短縮勤務も可能です。

週 1日程度から。曜日に限定がある方は相談

に応じます。

【資格】看護師、准看護師

【勤務】18:00～翌8:00(仮眠4時間あり)

【手当】精勤手当あり

「今後、かつての戦争の記憶は、生きた体験から文字化された歴史へと変化す

る。」戦後70年を迎えた昨年8月 によく間かれた言葉です。「まきば」で暮らす方々も、

そのほとんどが戦争の生き証人、こ家族の戦死や恐ろしい空襲を経験されています。

あの過ちを繰り返さぬよう、歴史記憶の「認知症」に注意すべきは、むしろ戦後世代

の私たちなのかもしれません。開所20周年を迎えようとする「まきばJが、これから

も平和を願う祈りの場所であり続けますように。 (岩本)
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